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関 2 ， ;樹原神宮自IJ建時の 1890年(明治23)ごろのよ也閣
典拠 r明治前期，関西地誌国集成













































149 号， 1999 年12 月 ) 。 し か し '実 は注目すべき と私が思 う の は， はか らず も竹末が紹介 し た奈
良国立文化現研究所所蔵の「奈良黒庁文書』に現われる，神武陵の兆域拡大と参道の繋備にと
もなって一般村である大久保の民家が強制移転させられたという史実である(1)。神武陵の東南
のi波域整備の必要から 1890年に字大久保の民家 1戸が，兆域拡大と参道の整備にともない 1901
年に字大久保の民家 6戸の買収，


















L 、 fこ 。
奈良県庁文書の f大正十四年，橿原神宮ニ関スル一件 J (大 14 2B-9) の な か に ， I帝国


























から引き継がれた泉楠寺霊明殿の位牌は. r天智天皇と その子孫の光仁 ・ 桓武以後の天皇た ち
だけ」に促られている(珂閉精司「前近代の皇室祖先祭記 J.日本史研究会ほか編 rr陵墓 Jか
らみた日本史 J 195 年， 青木書店) 。 王政復古後にお いて も慶応 4 年 (1868) 1 月 の 明治天皇
克服奉告使が，神武天皇陵に先立って，天智・光格・仁孝・孝明の問天皇践に発遣されるし，
同年 8月の即位式にも神宮・神武・天智ならびに前帝三代の山陵に奉告使が発遣され，慶応 4
年段賠においても天智離が重視されている(安岡浩「近代天皇制における陵墓の観念 J r シ ン
ポジウム「日本の古墳と天皇騒 JJ 198 年12 月12 日 ) 。 ま た後醍醐天皇につ いていえば， 文久2
年(1 862年) 1 月 に文久修陵の先駆け と し て， 神武陵よ り前に， 後醍醗天皇陵を修補 しているO
後醍醐天皇睦が鳴動し，鳥居・瑞離などが顛倒，破損し，孝明天皇が山陵泰行戸間忠至に修理










文久 2年 (862) 10月14 日 ， 宇都宮藩家老戸田忠至な どが中心と な り ， 公武合体運動のなか
で山陵修補が開始される。翌年の 2月 17日には，高市郡ミサンザイ(神武田)が神武陵と決定




鈴木良が採集した言い伝えによると，神武陵探索の勅使を迎えるのに， 200余戸の部議を f ム
シロ J で囲い， 部落の 上手に一夜づ く り の新道をつ く っ た と い う ( I天皇制と 部落差別J ) 。 ま
た陵墓の治定(決定)に発言力をもった国学者の谷森善臣は，輯廷に提出した「神武天皇櫛綾











2 月 17 日夜に， 神武天皇陵は神武田 ( ミ サ ンザイ ) の方に治定さ れたが， 丸山の方 も鰻末に
ならないようにと，天皇は達している (r谷森家i日産関係史料』雨上)。
堀田務ーによると，文久 3年の 5月にはじまり 12月に完成した神武天皇陵は，当時，ひとつ
の天皐陵の修綾費予算の平均が555両という見積もりのなかで，約30倍の 15062両余もかけて円
墳が築造されたという。まさに神武天皇陵こそが，文久の御接修補の中心であったのだ ( I江








































治天皇紀jには 2 月 11日の紀元節祭典，および孝明天皇十年式年祭を主とするセレモニーが大
和行幸の目的である旨が記される。それに対して奈良の郷土史家藤田祥光が1937年(昭和12)
に示した解釈は示唆
図 5 . 神武天皇討夷之凶 (1888年)


























の決定がなされるのは，紀元節祭典の前日. 2 月10 日 の こ と であ っ た cr明治天皇紀J 1877年
2 月7 日 . 10 日条) 。 と も か く ， 西郷隆盛挙兵 C 2 月14日 ) 前夜の緊張のなかで， 武人であ る
神武天皇の陵墓での親祭がなされたのである。
さて明治初年の神仏分離，神道関教化政策のなかで，陵墓をめぐる観念は 180度転換する。







神武天皇接をめぐっては，明治 3年(1870) 2 月11 臼 に神武天皇祭が親祭と な り ， 神祇宮か
ら勅便が発遣されるし， 1876年 3 月初 日 に は神武天皇陵祭に儀伎兵歩兵一中隊が付与さ れる 。
そして1878年 3月 28日には，陵墓は，宮内蓄のみの管轄となり，以後，近世の入会出や民有地
であったあり方とはl塙絶した場となってゆく。
しかしながら明治初期の神武陵は， 1890年代以降の優原神宮が倉IJ建さ れて以降 と はあ り 方が
違った。
たとえば1879年(明治12) 4 月 3 日 の神武天皇祭では， 大和国存志が， 神武天皇陵前に お い
て，春日神社の私祭iこ準じるかたちで競馬を執行する (I庶務社寺之常B IB堺県之分，御韓基 A








ヨリ五時迄御陵道路百五十間斗リ御拝借ノ上奉納仕度，就テハ雨天日送 I) ， 13.他エ勧財ケ
間数義ハ勿論奉幣之元悶無之様可仕，依テ費額積書相添え有志総代ヲ以上顕候間御許可被
成ド度奉懇願候以上
その文言lこは，神武天皇陵の前で競馬を執行すれば， 1万民遠歩之苦 ヲ 不献ス ， 参拝群参J
するので，敬神という人民の望みを達することができるとの趣旨である。
翌年の祭典には競馬だけでなく，昼夜の花火が京都伏見連によって奉納される (r大坂日報J










この年， 1880年 (明治13) 6 月 7 1ごし 宮内卿徳大寺実則は， ，神武天皇御陵東御門之儀， 0
今日々開扉可致，尤人民参拝之者ハ別紙絵図一面朱線内へ出入為致イえ苫候」と達している。 1880
年度より，神武天皇陵の南側の外柵と内柵の間(絵図朱線内)に，参拝の人々が入れるように
との達しである(，明治六年中，御陵墓願伺崩J r大阪府庁文書j 宮内庁書陵部所蔵， 陵函985
号)。東門の関扉後，神武陵への参拝の人波は絶えず， 1人民共不住意 ヨ リ 往々 中堤へ昇 リ 踏荒
シ候モノモ有之」とい、った状態なので，陵掌が椅子をおいて取り締まっていたが，さらに，
1882年6 丹20B に は番所の建設申請が大販府よ り な さ れ， 響月 に は許可さ れて い る ( I官省指
令J r奈良県庁文書』 明15 - 1A- 8)。
羽小田岳夫は，地域の信仰の対象として陵墓に神社が建てられている事例をいくつかあげ，
近世のありょうそ示す(前掲「江戸時代における天皇陵と幕府・民衆J)。屡)ボ神宮が建てられ
る以前の， 1880年代の神武陵に はそ の よ う な信仰の対象 と しての山陵と い う 属性が持続 してい
たのではないか。
また 1883年 4月 3日の神武天皇祭では，神武陸前の畝傍教会所で入社式が行なわれるが，排
耶論を多く掲載する神道家の雑誌である f朝陽新報J (第229号， 1883年4 月16日 ) は， い き い
きとその模様を怯える。




1880年代の神武天皇睦は， 神聖な天皇陵であ る と 局時に参拝の場， 祭典の場で も あ り ， 員衆
にとっては物見遊山の場でもあったのだ。そして後者の機能は， 1890年代に は， 新た に設置さ
れる橿原神宮に吸収されてゆく。それはちょうど，京都御苑が，明治10年代なかばまで，博覧
会や禽獣園などのイベント会場であったのと似ている。
死の直前の岩倉具視が1883年 5 丹 25日に桂御所で北垣国道京都府知事らに示した「綱領jで
は，京都御先内に「桓武帝ヲ泰杷シ平安神宮ト泰称jする社殿の建設を示す (r岩倉公実記』













入会[ lJで、 あ っ た畝傍 ・ 耳成 ・ 天香久山の大和三山は， 1891年の皇室御料地化によ っ て， 闘い込
まれ植樹され，古代万葉の景観が創り出される。







代皇帝之陵地現存候ノミナラス. 18跡名区之部内ニ モ列 リ 居， 全国中ニ於テ有名之土地ニ
有之候(，明治一三年七月内務省二J r公文録J. 国立公文書館所麓)
とし，官有地への編入を上申する。




1890年12月8 日 に は， 畝傍山を皇宮地付!高地と し て宮有地第一 一種に編入す る のを受けて， 畝
傍山口神社嗣官の大谷景次は，伐採林の窃盗を厳重に防く\監護人に任命されている(畝傍山
口神社文書， 16 1 3 近24 - 1 ， 天理大学密書館所蔵)。 そ し て1891年 5 月 に政府よ り 畝傍ttl
は名勝地の認可がおりるが，この「名勝地」という指定は，奈良公嗣と並んで最も早い時期の
指定となった。 1891年には，帝国憲法下の事室財産として組み込まれてゆく。









はやくはみ;多静六が1912年に，社寺嵐致林は， 1社寺の後方と 両脇は， 'I五l に木を禎ゑて幽
翠荘厳神聖にして所謂神々しき状態」を理想とし，スギ，ヒノキ，カシ，アカマツ，クロマツ
等が適当とする (I社守の風致林に就いてJ r神社協会雑誌、JI 164号) 。 本多 と 同 じ く 明治神宮外
苑の造園に携わり，東京帝巨大学で本多の弟子になる上原敬二は，神社は「郷党ぞ愛し国を愛
する思想、を培ふ源泉Jとし，福原神宮は，熱田神宍，出雲大社，吉野神宮等とともに，暦史的
参考として fなつかしみjを覚える場であるとする (I神社の森林J r神社協会雑誌JI 198号，
1918年) 。




を貰い受けてきたとする。 1887年度の御料地編入後も， 1地押諦査， IlJ林境堺取調j な どで毘
辺諸村への負服もあるので，山林落柴の下付の存続を訴えている (r模原市史』史料，第 3巻，
1986年， こ の史料は， 藤井稔氏に教示頂いた)。 ま た時 じ時期と思われ るが， 再 じ6 か村か ら ，
この地は「柴薪等乏シキ地方Jで購入が困難なため， 1畝火山名勝地樹木抜伐御払下顧」 がだ
されている(畝傍ILJ口神社文書. 161-1 近22- 1)。近世の入会IL]としての畝傍山の機能と，
近代の困家による闘い込みによる地域との盤慨がうかがえる。
さらに畝傍山山上にあり，住吉大神，神坊皇后，豊受大神をまつる畝傍山口神社でも，畝傍
山の畏観保存が構想、される。近世以来，畝傍山口神社は， 1旺脹婦女ノ 安産起請」 を求め る 信
仰の対象であったし，摂津国住吉神社の祈年祭・新嘗祭では，畝傍I LJ口神社の埴土が採集され
祭儀に供せられた。同社は，奈良県に向けて， 1903年か ら畝火山住吉講社の認可を求めている。







額J亮 シ境内荒蕪ニ帰シ由 リ テ以テ畝火山聖域ノ 風致 ヲ損ス ノレニ歪ノレヤ ， 必然ナ リ ト ス ，
と，論じる(畝傍山口神社文書， 161 …3 近24-32)。 こ こ では， 畝傍山口神社を有す る畝傍
山が山麓に神武陵，檀原神宮を擁する聖域であり， 1風致」 の維持が肝要であ る と す る 。 さ ら
に， 1890年に畝傍出御料地に組み込ま れた境内の枯損木下草な どの払い下げ代金の下付を求め
29
人文学報
る。明治維新後，財政的に疲弊した多くの社寺は， 1890年代以降に な る と ， f言者組織の再編 と
財政改善をめぎし，講組織をつくってゆくが，畝傍ill口神社の畝火山枝子守講社もそうした一環






1889年10月16 日 に は， 神武天皇の神霊を 「主義崇」 す る 畝傍梧際教会本院が認可さ れ， 神武天








12 ， 近29- 3 ・4 ， 天理大学密書館所載)。
さらに権少教正奥野陣七が 1893年に発記する橿原神苑会の「規約 jでは， I儀式舘， 舞楽舘，
皇学舘，農学舘，畝傍徴占舘等ヲ設ケ，旦神都ヲ清潔美麗ニ jすることをうたう。これは 1889
年に体鶴が整う，伊勢神宮神苑会の会制の焼き院しである(鳥屋村森川家文書 161- 1，近 22 ~
1 ， 天理大学関書館所載) 。 し か し こ う し た奥野陣七を中心と す る畝傍撞原教会の神符授与や
神苑会開設の活動に対して，創建された橿原神宮サイドは牽制している cr橿原神宮史』巻 L
266-267 , 280-285貰)。
今日につながる橿原神宮は，直接的には， 1888年2 月 に奈良県会議員四内成郷が畝傍村の字
タカハタケの地を橿原宮祉にあてるべきと建言したことがはじまりである (6)。宮内省はこの地
を買収し橿原御料地とし， 1890年3 丹 に は， 神武天皇およ び媛指輪五十鈴媛皇后を祭神とす る
宮幣大社橿原神宮を創建する。京都御所の内侍所と神嘉殿の建て物を神殿として移築するO


































































(I 明治二十四年， 御陵墓地買収一件J r奈良県3 月 に賢い上げ ら れ る事例であ る年(明治 23)
庁文書』明 24 - 2B-7 ， 奈良県立奈良図書舘所麓)。 さ ら に 1901年 (明治34) 12 丹 に神武夫
一般村である大久保の皇の兆域拡大と参道の整備の一環として，神武天皇陵の南に隣接する，
民家 6家(宅地 1392坪)が，強制移転させられる。対象となった 6家は，生活の困難を訴え，































嵐館などの旅館は二，三階建てで， r宮域 ノ 北角 ヲ遠国J す る状況で， 火災が懸念 さ れた 。 宇
仁館(西国周吉)，神風館(西田貞吉)ほか人家14戸が1901年度に移転させられたが，二つの
旅館だけで契約金額が 4万 5千円にものぼった (r神苑会史料』神苑会清算人事務所発行， 1911
年， 473-497 貢)。 こ こ では， 大久保村の住民が， 皇室にかかわ る清浄な空間づ く り の 「類例j
として，伊勢神宮外苑の移転事業をあげている点が，興味深し、
さらに洞部落の移転が，神武天皇陵と被差別部落の問題だけに特化できない理由をあげたい。
1902 年 (暁治35) 3 月8 日 に衆議院で可決さ れた， 瀧口帰ー らが提出 し た 「皇但神武天皇翻




きには， 1大都前及陵道ノ 狭障J な る た め に， 拝観の老若男女に負傷占が出た り . 1900年の









3. 1917 年 (大正6 )調部落の移転
























への編入ではない(帝室林野局 f帝室林野局五十年史J 1939年) 0 1936-38年に行な われた ，
神武援の勅使館の南側と桜川とのあいだの集落の移転時に作成された「畝傍山東北陵接続買収
予定地見取図」においても，桜) II の南側の洞部落跡地は 「林野局」 と表記さ れ る C I昭和十 7・
年，畝傍御綾拡張用地買収一件J r奈良県庁文書J 141，奈良県立奈良図書館所藤)。そして移
転事業の政策主体は常室林野局であった(竹末勤「近代夫皇制と綾墓問題 J r部落問題研究』






興味深いのは. 1916 年12 月238. 橿原神宮宮司桑原芳樹 ら がR内大罪波多野敬直 に あ て た
「御料山ヲ永世橿原神宮ニ御委託相成度件ニ付組」である。
畝傍山ハ梶原神宮ノ北開ヲ包ミ名山ト宗紀ト連繋シ，↑合モ内外両官ノ神路山高倉山ニ於ケ






















告J 1926年。 およ び 「大正四年， 橿原神宮拡張工事雑件J r奈良県庁文書J 大 4 -2B-16)(9)o
また 1916年 4月 3臼の神武天車二千五百年祭では，明治天皇・皇后は，神武陵での親祭の後，
榎阪神宮に参拝している。神武鑑と橿原神宮での儀式が宇速の過程となっている。
明治中期の畝傍山麓の人家の移転と景観整備において，畝傍山北東麓の神武陵の兆域と参道
の整備事業が先行していた原田のっとして， 1890 年 lこ創建さ れた短原神宮の社会的定着が十
分でなかったことが J考えられる。いわば明治中期までは，畝傍山の聖域は，神武陵一洞部落一
畝傍山を結ぶ畝傍 I J北京麓の一体だけであった。
景観薗からいっても， 1895 年 7 月9 自 に神武陵を拝 し た竹田友文は， I陵 ノ 修造大イ ニ整備
シ草樹弥々栄こに Jるとのに比して，様原神宮は「古樹ナキユへ只白々タルノミ jとの感想、を漏
らす cr優原神宮史』巻 1， 298 頁)。
しかしそれ以後，宮幣大社だけでも， 1894 年 lこ桓武天皇を杷る平安神宮が， 1901 年に は後醍
醜天皇を耳目る吉野神宍が，内悶植民地の北海道には 1899年札幌神社が昇格，そして 1900年には




たとえば 1909年(明治 42)の神武天皇察の『大阪朝日新聞 Jの記事は， I三 日午前九時よ り
畝火山陵に於て神武天皐祭執行，闘地等 :tl1~勅使として参向し，五卜三連隊第五中隊は儀伎を命










そして第 2次拡議事業においては，神宮前東方の家屋を移転させ， 4 万坪を こ え る畝傍公爵









天皇聖蹟調査では， I古事記J . I 日本書紀J の記載に基づき ， 福岡の遠賀， 奈良の鳥見山 ・ 菟






て， 1938年か ら40年ま での問に， 新た に明治神宮 iこな ら っ て外苑約4 万坪が新設さ れ， 畝傍L1J
麓の神武・緩靖陵から橿原神宮に至る神苑は約12万坪に拡張されることになった(鈴木良編
『奈良県の百年J 1985:$， 山川出版社)。 さ ら に明治神宮外苑の メ モ リ ア ルパー ク に な ら っ て，
復原神宮においても外苑運動場・大和問史館・外苑野外公裳・八紘寮・樹原文庫といった諸施























づくりのなかで移転させられたのである cr紀元て千六百年祝典記録J 7 冊)。 こ れ は1899年の
民家の移転に続く，一般村の民家移転の大規模な事例であり . i同部落の移転問題が， 部落問題
に特化できないことが証明される。
幕末以来の畝傍山・神武天皇陵・橿原神宮を三位一体の景観とする神武天皇「聖蹟」づくり
は. r紀元一二千六百年事業J (1 940年) を も っ て完成を迎え ， 数年後に敗戦を迎え る ので あ る
(図7)。
(l) r明治参拾三\'ド， 神武御陵取拡用地買収 イ牛書類J (r奈良県庁文書』 奈良国 立文化財研究所所
蔵. 288 .46-9- 1) のなかに . 1917 年の被手差別部落であ る洞部落の移転に先行 し ， す で に1901 年 に
一般村である字大久保の民家が強制移転させられている史実を. 1998 年11 月 の奈良国立文化財研
究所における私の独自の調査で発見した。さらに最も早くは. 1890 年 3 月 に神武陵東南の右井徳
三郎(学大久保〉の宅地 29歩が翼い上げられている (r明治ニ十四年，御陵慕地買収一件 J r奈良
県庁文書 u明 24 - 2B-7. 奈良県立国書館所蔵)。 畝傍山山麓の民家の移転問題そ， 部落問題
に特化できないという論点は，私のオリジナルである。この点. 1999年 3 月208 の近代文化財問
題研究会の竹末勤の報告「宮内省陵慕専管体制の成立と神武陵の拡張J (r近代天皇制 と陵墓問題J
「部諮問題研究.I 1999'f12月号の原案) に対 しで も ， 洞部落に先行す る1901年の字大久保の民家
6 戸の買収， 移転問題 こ そが. r明治参拾弐年， 神武御陵取拡用地質収一件書類j の最大の史料
上の意義である旨を，私が指摘した。
(2) r車己元二千六高年祝典記録.I 7 船所収の 「軽量奈第三鴎， 機住吉;神宮境域， 畝傍山東北陵参道拡張
専務備事業竣成国」でも，畝傍山東麓においては， it の綴靖天皇陵か ら神武天皇援をへて桜) 1 1橋に
至るまでを「陵域拡張区域 Jとし，桜川橋から橿原神宮をへて南側の(吉野一大阪を結ぶ)大阪
鉄道までを「境域拡張区域 jと明示される。
(3) 羽中国岳夫 「江戸時代におけ る天皇陵と幕府 ・ 民衆J (前掲 rr陵慕」からみた臼本史，J])では，
神武天皇を始祖とする水戸学の主張が，嘉永期以降になって幕府も認めざるをえなくなると論じ
る O
(4)飛鳥井雅道「近代天皇像の展開 j岩波講座『臼本通史」第 17巻. 1994 年。 藤田覚 『幕末の天~J
1994 年， 講談社。
(5) r奈良県庁文書J 明 13- 1 e ー し 奈良県立奈良図書館所蔵。 こ の点， 茂木雅博 『天皇陵の研究』
(1990 年， 向成社〉 が指摘す る 。
(6) r明治三 十五年， ト一月七日 ， 西 It:! 成郷宮司誹誘一件弁駁書J (橿原神宮関係文書 161 - 12，近 20­
1.天浬大学図書館所蔵)は，奥野陣七が広瀬神社兼橿原神宮寓司の西内成郷を誹誘したもので
あるが，結5たは，高田区裁判所より. r西IλJ bJ(;郷ニ係ル標柱取反事件ニ付強制執行J を う け ， 奥






















(8) こ の史料は， 竹末勤 「日本近代史研究にお け る洞部落移転問題の位置J (r部落問題研究j 143,
1998年) に教え られた。





計画と参拝者の増加への対応を訴え， 1914 年に は 6 万人だ っ た参拝者が， 1921 年に は80 万人を こ
える実態を示す (r帝国議会衆議院議事速記録 j 41) 。
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